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受託医療機関における新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１） 

ワクチン接種実施要領（案） 

（抄） 

 

６ 予防接種の実施 

受託医療機関における新型インフルエンザの予防接種を実施する場合は、次

に掲げる事項に基づき実施する。 

 

（３）予診並びに予防接種不適当者及び予防接種要注意者 

 

オ 妊婦 

妊婦に対する接種について、これまで季節性インフルエンザワクチンの接

種により先天異常の発生頻度増加等は知られていないが、バイアル製剤には、

保存剤（チメロサール 0.004～0.008mg/mL 又は 2-フェノキシエタノール

0.0045mL/mL）が使用されている。なお、チメロサールはエチル水銀に由来

する防腐剤であるが、過去に指摘された発達障害との関連性について、最近

の疫学研究では関連性は示されていない。 

一方、今回接種可能となるワクチンのうち、プレフィルドシリンジ製剤※）

には、保存剤の添加は行われていないことから、保存剤の添加されていない

ワクチン接種を希望する妊婦には、プレフィルドシリンジ製剤が使用できる

よう、流通等において配慮を行うこととしているので留意されたい。 

なお、諸外国の状況や日本産科婦人科学会の提言も踏まえ、今般の新型イ

ンフルエンザワクチンの接種にあたっては、妊婦を優先接種の対象としてい

る。今後、添付文書においても当該措置と整合を図る予定である。 

※）あらかじめ注射器に注射液が充填されている製剤（１１月上旬以降に出荷が開始

される予定） 

 


